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順位 １ 質問者 國利 知史 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．本市における

スポーツ振興

について 

（１）スポーツ大会や合宿の誘致、スポーツ

イベントの開催による交流人口の増加は地

域の賑わいを生み、活性化にも繋がると思

われる。上野総合公園の改修も終わり、西

城温水プール水夢や、道後山高原クロカン

パークなど、充実したスポーツ施設を活用

した本市のスポーツによる地域の活性化に

ついて考えを伺う。 

市 長 

（２）超高齢社会を迎え、人生 100 年時代に

突入した。本市の平均寿命は、2015 年の統

計では男性 80.6 歳、女性 87.3 歳となって

いる。医学の発達などにより今後も平均寿

命は延び、一人暮らしの高齢者も増加する

と予想される中で、心身共に健康で介護が

必要ない状態である「健康寿命」を延ばす

ことが重要であり、スポーツや健康作りの

ための運動の重要性が増してくると思われ

る。 

「病気や怪我をしたから治す」という考

え方から、スポーツや運動を通じて「病気

や怪我をしない身体を作る」という考え方

に切り替え、健康寿命を延ばすための予防

医学の一次予防である健康増進の取り組み

が必要と考える。 

本市における健康作りや予防医学に基づ

く現在の取り組み、また、今後の新たな取

り組みについて伺う。 
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順位 １ 質問者 國利 知史 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

２．七塚原高原の

活用について 

七塚原高原は、明治 33年に日本初の国立種

牛牧場が設立され、日本の酪農業の礎を築い

たといわれる七塚原牧場を有し、七塚原記念

館や風情ある赤い屋根のサイロ、ポプラ並木

と牧草地など、北海道を思わせる牧歌的な風

景で訪れる方の心を和ませ、また、子供たち

の情操教育の場としての役割も果たしてき

た。 

庄原市と三次市との境の道路看板も七塚原

のポプラ並木とサイロ、牛が描かれており、

庄原を象徴する場所となっているが、現状で

は、七塚原記念館は壁が朽ち、ガラスは割れ、

サイロは汚れて色褪せており、決して庄原市

を代表する場所であるとは思えない状況であ

る。 

以前から一般質問で何度か記念館の保存に

ついての質問があり、広島県と協議するとの

答弁があったが、その後の広島県との協議結

果と、今後の七塚原高原の活用について伺う。 

市 長 
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順位 ２ 質問者 赤木 忠德 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．庄原市は芸備

線活用促進の

オピニオンリ

ーダーとなる

べき 

（１）５月 19日、ＪＲ芸備線沿線の庄原市、

三次市、安芸高田市、広島市が参加する芸

備線対策協議会は、ＪＲ西日本広島支社に

対し「芸備線の存続に向けた沿線自治体及

び沿線地域によるＪＲ線を活用した利用促

進策の実施に係る協力要請」を書面で提出

されている。 

要請の内容には「駅舎施設等の活用」「特

別車両による貸切列車の運行」「使いやすい

乗車券の設定」とあるが、その詳細な内容

について伺う。 

市 長 

（２）芸備線の活用促進においては、庄原市

は、他の３市と肩を並べての行動も大切で

あると思うが、市単体での具体的促進策を

いち早く策定し、市民と共に行動すること

が重要と考える。 

活用促進では、公共交通利用促進条例ま

たは公共交通利用の日を制定し、マイカー

からＪＲ、備北交通など公共交通の重要性

を市民と共有し、ほろか、なみかのポイン

ト付与など、あらゆる促進策を打つべきと

考える。 

そこで、庄原市単体での具体的促進策は

どのように進めようとされているのかを伺

う。併せて、活用促進を進める上で、市は

利用促進条例等を制定する考えがあるのか

伺う。 
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順位 ２ 質問者 赤木 忠德 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

２．新型コロナウ

イルス感染症

拡大の影響を

受けた全てに

迅速な支援策

を 

新型コロナウイルス感染症拡大によって、

全ての業態が大きなダメージを受けている。

これまで、国の第１次から第３次の交付金に

より、市として、各種の支援策を打ち出して

いるが、この支援策から外れた業態があるの

ではないか。 

感染拡大防止の取り組みとして、外出を控

え、家庭での食事が増えるなどにより、食品

スーパーの売上が好調と報道があり、農産物

生産拠点である庄原市の農家は大丈夫だと安

堵していたが、農産物によっては大きな格差

が生じていると聞いている。 

一例として、近年、市場で脚光を浴びてい

た「ヒバゴンネギ」は市場価格が大幅に下落

していると聞く。 

やはり、新型コロナウイルス感染症防止対

策のための緊急事態措置により、特に飲食関

連業態への休業要請の影響がここにきて生産

者にも出ていると感じる。 

この様に、業態のみでなく、品目による影

響についても早急に調査し、きめ細かい支援

策を進める必要があると考えるが、見解を伺

う。 

市 長 
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順位 ３ 質問者 横路 政之 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．運転免許返納

者支援につい

て 

近年、高齢者の事故が増加している中で、

本市では、運転免許証を自主的に返納した 65

歳以上の方を応援する事業として、「庄原市運

転免許返納高齢者支援事業」が実施されてい

る。 

自身の運転操作に不安をもたれ、自ら運転

免許証を返納し事前に事故を回避したいとい

う行動は、返納後の移動手段の確保を考える

と勇気のいる行動である。 

この様な行動は65歳以上に限ったことでは

ないと考える。身体的理由で免許証を返納せ

ざるを得ない方もおられる。そこで次につい

て伺う。 

（１）この事業開始から当事業の該当者は何

名か。 

市 長 

（２）身体的理由で免許返納された方も、当

事業の対象にすべきと考えるが、考えを伺

う。 

（３）支援内容は、市内タクシー利用助成券、

広島県交通系ＩＣカードチャージ券のいず

れか１万円を１回のみ助成している。この

支援を複数回に渡る支援に拡大してはどう

か伺う。 
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順位 ４ 質問者 宇江田 豊彦 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．かんぽの郷庄

原取得方針に

ついて 

市長は、2019年 11月、日本郵政株式会社よ

り、本市に打診されたかんぽの郷庄原の譲渡

について、５月 26日企画建設常任委員会にて、

取得の方針を明らかにされた。 

今後、６月末までに議会及び市民・団体等

の意見を広く求め、最終判断をするとのこと

であり、時間的ゆとりの無いなか、結論が求

められている。 

本施設の管理運営手法として、観光宿泊施

設として位置づけ、指定管理による運営とし

ているが、企業経営として運営する場合と市

民の利便性を確保することを目的として管理

運営する場合とでは、施設の維持管理期間や

財政負担など大きく違いが出てくるものと考

える。 

取得後の本施設をどのように活用し、どの

くらいまで維持管理を行うのか、また、最大

の財政負担はどの程度まで可能と考えられて

いるのかなど、本施設の活用方針について伺

う。 

市 長 
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順位 ５ 質問者 坪田 朋人 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．本市のホーム

ページによる

広報について 

自治体のみならず企業や個人に至るまで、

ホームページは誰もが閲覧できる「顔」とも

言える大変重要で効果的なツールである。こ

のホームページについて、活用の方法と今後

のあり方について伺う。 

（１）ホームページの必要性についてどのよ

うに認識しているか市長の考えを伺う。 

市 長 

（２）本市の情報をホームページに掲載する

にあたり、集まった情報をどの様に集約し、

どれくらいの周期で更新やチェックを行っ

ているのか伺う。 

２．いざなみカー

ドの利用促進

について 

昨年度、本市では、プレミアムポイントの

付与を含めたいざなみカードの発行が行われ

た。このシステムが今後更に広く普及し、更

に幅広い活用がされることを期待するもので

ある。 

カードの利用促進を図るため、６月からキ

ャッシュレス還元サービスも行われているな

ど次々と取り組みが進められているが、現在

までの市内でのカード普及率及びプレミアム

ポイントの利用状況と、今後、この事業を庄

原市キャッシュレス決済推進協議会と連携し

て、どのように展開されようとしているのか

市長の見解を伺う。 

市 長 
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順位 ６ 質問者 政野  太 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．庄原市人材育

成基本方針に

ついて 

（１）庄原市定員マネジメントプランによる

と、令和３年４月１日時点での目標総職員

数は 513 人となっている。しかし、実際に

は同時点で 502 人の配置となっている。さ

らには休職等による正職員の欠員もあり、

目標の職員数より大幅減となっている。そ

の減数を会計年度任用職員で補っているの

が実態であるが、そのことによる課題をど

のようにとらえているのか市長の見解を伺

う。 

市 長 

（２）庄原市人材育成基本方針による職員の

育成は住民福祉の向上と活力ある地域社会

の構築に重要な役割を持っていると認識し

ている。この方針に基づく具体的な取り組

み、いわゆる実施計画を示さなければ、そ

の成果、効果を客観的に評価する事はでき

ないと考えるが、市長の見解を伺う。 

（３）庄原市人材育成基本方針が平成 20 年 3

月に策定されて以降、国において平成 26年

には人事評価制度の導入、また平成 27年に

は女性活躍推進に向けた取り組みの推進、

さらには長時間労働の是正、ワーク・ライ

フ・バランスの推進などの法整備が行われ

てきた事からも、本市の方針もそれらに合

わせた改定が必要ではないかと考えるが、

市長の見解を伺う。 
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順位 ７ 質問者 松本 みのり 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．かんぽの郷庄

原の取得方針

について 

（１）かんぽの郷庄原を市が取得するのであ

れば、現在の赤字経営からの脱却に向けた

事業計画が必要と考える。 

取得後、何年間で黒字経営を目指すのか、

施設の改修などの計画をどの程度考えてい

るのかなど、具体的な数字があればそれを

交えて伺う。 

市 長 

（２）市民が街づくりに主体的に参加し、意

思決定に関わるためには、厳しい財政状況

を踏まえて、正確な数値による情報の提供

が必要と考える。かんぽの郷庄原取得の是

非をめぐって、これまで行われた市民・団

体等の意見募集に際し、市が取得した場合

財政負担等についてどこまで検討し、情報

を公開された上で行ったのか伺う。 
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順位 ８ 質問者 林 高正 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．人口減少対策

専門チーム創

設について 

改選後初の臨時議会において市長は、「人口

減少対策について、市役所内に組織を横断的

に統括する専門チームを設置し、民間団体と

も連携を図りながら進めてまいります」と発

言されたが、検討されている具体的な内容と、

その進捗状況等を伺う。 

市 長 

２．農林業の振興

について 

同じく臨時議会で市長は、豊富な森林資源

を活用し、「林業後継者の育成等を見据えて、

農林業を儲かる産業に育てる施策を推し進め

ていく」と発言されたが、林業後継者の育成

について既に取り組まれていることや、これ

からやろうとすること等、具体的な考えを伺

う。 

市 長 

３．かんぽの郷庄

原の取得後の

経営について 

「必要不可欠な施設であるかんぽの郷庄原

を市において取得すべきと判断した」と５月

31日開催の議員全員協議会で発表された。 

市長の判断は、取得で決定した訳であるが

が、取得後の具体的な経営計画等が示されて

いない。 

指定管理者に全て任せるといった発想では

なく、かんぽの郷庄原が市の所有物になるこ

とから、具体的経営計画の発表、また、業績

が悪化した際の責任の所在についても明確に

しておくべきと思うが、考えを伺う。 

市 長 
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順位 ９ 質問者 吉川 遂也 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．庄原市キャッ

シュレス決済

推進プロジェ

クトの進捗状

況と今後の事

業展開につい

て 

（１）昨年度、庄原市キャッシュレス推進プ

ロジェクトにより、いざなみカードの発行

が行われている。 

現在、カードの加入率はどのようになっ

ているか伺う。 

市 長 

（２）コロナ禍のなかで 10,000円分のプレミ

アムポイント付のいざなみカードを発行さ

れたことは高く評価できる。現在の利用率

及び経済波及効果について伺う。 

（３）いざなみカードは、キャッシュレス機

能だけではなく、就学児童の見守り機能や、

一人暮らしのお年寄り見守り機能、ボラン

ティアや地域行事参加者へのポイント付与

など、活用方法によっては様々な展開が期

待できるものと考える。 

庄原市キャッシュレス決済推進協議会、

自治振興区等と連携を取って、いざなみカ

ードを最大限利活用することが重要である

と考える。今後の事業展開についてどのよ

うに考えているか伺う。 
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順位 10 質問者 谷口 隆明 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．新型コロナウ

イルス感染症

対策について 

新型コロナウイルス感染症を封じ込めるた

めには、大規模な検査、ワクチンの安全・迅

速な接種、十分な補償と生活支援の３本柱が

欠かせない。これらは、国に大きな責任があ

るが、庄原市政としてできることは全てやら

なければならない。十分な営業の補償、生活

支援については、市役所として市内業者の実

態把握に足を運ばれ、実態に見合った対策を

強化されることを強く要請し、以下の２点に

ついて質問する。 

（１）ＰＣＲ検査を抜本的に拡充し、大規模

な検査で感染拡大を封じ込めるため、庄原

市内においてもＰＣＲ検査ができるよう、

引き続き県に強く働きかけて実現すべきと

考える。市長の見解を伺う。 

市 長 

（２）ワクチンの安全で迅速な接種のため、

庄原市の実態にあった工程表を分かりやす

く繰り返し市民に知らせること、その際、

在宅介護サービス従事者への接種を優先す

ることや、基礎疾患を有する方と並行して、

保育士や教職員なども優先するなど、市独

自の手立てをとる考えはないか伺う。 
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順位 10 質問者 谷口 隆明 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

２．かんぽの郷庄

原の取得問題

について 

かんぽの郷庄原は、庄原市にとって大切な

施設であり、存続することを多くの皆さんが

望んでおられることは間違いない。ただ、公

金を扱う行政としては将来に向かって責任の

ある対応をしなければならない。過疎債など

を活用した施設の取得や当面の修繕はできて

も、長期にわたる管理運営など、庄原市に財

政負担がかかってくることは間違いない。 

10年後、20年後を展望すると、人口減少に

よる行政サービスの縮小が避けられないな

か、「庄原市公共施設等総合管理計画」の公共

建築物の管理に関する基本原則と今後の目標

(総延床面積を平成 27年から 20年間で 25％削

減)を鑑みても、新たな行政財産の取得には本

来慎重であるべきと考える。 

このような情勢のなかにおいて、施設を取

得するのであれば、市は将来にわたる投資効

果と経営見通しを具体的に示す責任がある。

まちづくり基本条例や議会基本条例の精神か

らも、６月末までに結論を出すのでなく、し

っかりと市民の声を聴き検討すべきと考え

る。市長の見解を伺う。 

市 長 
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順位 11 質問者 藤木 百合子 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．女性の地位向

上と貧困問題 

（１）庄原市において模範となる職場である

市役所は、職員が、女性も男性にとっても

働きがいをもって、働き続けられる所であ

ってもらいたい。それによって市民にとっ

てよりよいサービスが提供されるのではな

いかと考える。 

庄原市役所における女性管理職の占める

割合、一般職採用試験受験者の男女数、昨

年度の育児休業取得者数、及び昨年度の男

性の育児休業取得者数について伺う。 

市 長 

（２）コロナ禍において、非正規労働が多い

女性の貧困が問題となっているが、庄原市

も例外ではないと思っている。 

女性目線、意見が生かされ、生活保護な

どのセーフティネットをさらに受けやすく

されることを望む。 

庄原市在住の女性における就業率と非正

規雇用比率、一人親家庭のうち母子家庭の

割合及びその世帯の生活保護受給率につい

て伺う。 
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順位 11 質問者 藤木 百合子 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

２．「生理の貧困」

対策を 

「全ての人の月経衛生・健康を促進するた

めの日として、沈黙を破り、生理に対する否

定的な社会の意識を変えよう、月経衛生を政

治の優先課題に」が提唱され、毎年５月28日

を世界月経衛生デーとして世界各地で活動が

広がっている。 

生理の貧困について、国内では「＃（ハッ

シュタグ）みんなの生理」が実施したアンケ

ートにおいて、高校、大学、専門学校に在籍

している女性の５人に１人が「金銭的理由で

生理用品を買うのに苦労した」と答えている。 

内閣府男女共同参画局は、令和３年５月28

日、「生理の貧困」に関する国や地方自治体の

取り組みを公表し、生理用ナプキンなどを配

布する自治体が255団体あることを明らかに

した。また、文部科学省は、４月14日の事務

連絡で「提供場所を保健室のほかに設けたり

するなど、必要とする児童生徒が安心して入

手出来るよう、提供方法や配置場所等の工夫

などをご検討いただきたいこと。」「保健室等

に通常備えている生理用品を渡した場合に返

却を求めないことなどの対応と併せて適切な

支援をお願いしたいこと」としている。 

本市においても、生理用品について、他の

自治体で行われた防災備蓄品の無償配布や、

市内の学校の女子トイレ、福祉事務所などに

配備をすることについて市長の見解を伺う。 

市 長 
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順位 12 質問者 福山 権二 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．市民生活の現

状把握と分析

について 

日本経済は長期不況、恐慌状況に陥ってお

り、マスコミによっても日々の採食さえ不安

定な家庭が増加していることが報道されてい

る。さらに、新型コロナウイルス感染症の影

響は、特に生活困窮者を直撃しており、世界

的にも多くの死者も同時に報道されている状

況である。国内も例外ではなく、生活困窮者

への影響が拡大していると考える。 

このような中で、地方自治体の責務として、

住民福祉の増進を図るための事業展開を企画

立案するためには、市民生活の現状把握と分

析が不可欠になると考える。 

そこで、市は、現在の庄原市民の生活状況、

市内の経済状況についてどのように把握し、

分析をしているのか伺う。 

市 長 
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順位 13 質問者 前田 智永 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

１．市政情報や緊

急情報、イベン

ト情報などの

情報発信の拡

充について 

現在、庄原市では、住民告知端末による放

送や、Facebook 等の活用により、各種の情報

を発信している。 

それぞれ、市民への情報発信には有効な手

段といえるが、不便な点もあると聞いている。 

たとえば、住民告知端末は、未設置の方や

聞き取りに不便を感じられる方にとっては情

報取得が難しいものであり、Facebook につい

ても、情報が見える化されているとはいえ、

最新の情報が常に受け取れるわけではなく、

市民一人一人に情報発信するには、タイムラ

グが生まれると感じている。 

そこで、配信により登録者へ常に最新の情

報を提供できる LINEアプリを活用した情報発

信を実施してはどうか伺う。 

市 長 
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順位 13 質問者 前田 智永 

項  目 質 問 の 小 項 目 及 び 要 旨 
答弁を 

求める者 

２．子供達の人権

を守るケアや

サポート環境

について 

（１）全国的に新聞やテレビ報道により虐待

やいじめ問題等、悲しい事件を目にするこ

とが多いが、庄原市においても例外ではな

いと考える。 

日頃から行政や学校機関、地域の連携を

取りながら子供達の人権は守らなければな

らないと思うが、コロナ禍で学校行事やイ

ベントなど、人に接する機会が少なくなり、

子供たちの姿が見えにくくなっていると感

じる。 

現在、学校現場において、子供たちの状

態や状況をどのように把握しているか伺

う。 

教育長職

務代理者 

（２）市内の公立学校において、児童生徒に

新型コロナウイルス感染症患者が確認さ

れ、広島県による積極的疫学調査も実施さ

れている。 

学校では、臨時休業措置や施設の消毒な

ど、感染拡大の防止に向けた取り組みは進

められているが、感染した児童生徒に対し

て、学校としての精神的ケアやサポート体

制をどのように取り組まれているか伺う。 

 


